

























































式の式辞のなかで、学長佐多愛彦が人午後の発以ハ際として予利を郊外に移して拡充し、これ 「文却科大学 程度に発達せしめんこと」という考えを披援している。翌二日 同窓会大会で前大阪府立高等医学校・
4長清野勇が、
かつて一一一高医学部設問で阿山と大阪が競い、設が掛川
二万円安}拠出した岡山に敗れたこと、帝 医利大 設附も同じ軌を踏んで実現しなかったことを回想 て語った。こ らは、 阪に総合大学を設校する問題に一行宏投じるものであった。翌大正五年二月、佐多はかれの慰労会の席で先の構想をさらに進め、

















































応用分野重視の総合 学で 近代国家の建設が凶欧技術の導入が主題であったことに対也した政府 施策を反映していた
ο
帝大の設院過程におけるもう一つ 特徴は、京大を除いていずれも


















首都の京大は当然として、京大は日清戦争後の戦後経常にからんで文部大同副悶寺公望、が設けた新大学創立委員 容山中によって決まった。東北大や九大 設院 第二次山県内閣の文部大臣棒山資紀が高等教脊機関増設案において提示したこ に端を発しており、前者は仙台としてん奇問を求め、後水引は競争ののち栴附に決定さ た。北大は札幌農学校に起泌をもつものであった。これら後発一一…俗大では地肌的配院が視され、地域社会との結びつきが強かっ 。他方、誘致 た地方は社会的地位の向上など、多く 効果を期待していたといってよい。明治則ぶには産業の近代的情築が一段落し、
いっそうの発展をはか





炎 1 形大・分科大学〈学部) ~l!:}'z:1I寺における若f-lífj
大学名 分科大学・学部名〈設立年月〉
『rs,kri-?
jJ{ 大 創設 H寺(明治30年 6 月〉
段学部(大正13ij三 4 月〉
Jlî:北大 段科大学(明治40年 6 月〉
JlE:H大学(明治43年 12月〉
医科大学(大IE 4 年7JD
工学部〈大1[ 8 年 5 月〉



























m j也 26, 700坪(質収{間格 42 ， 652門〉
創設資 25万円とJ!JJ也約 6 万長l'
建築~ 608， 050[勺
Jl!& :'f. fil (大五 8 年 2 月〉 福i判長\ f:IJ設費 135万円
.fm 学部(1IfJ，平[1 14年 4 月) HiR~l二太質主主{也 創設資 200万円
北大 [2;'学 )1il (大IE8 1rC: 4 月〕
JW 学 iflí (11(3不115 {F. 4 月〉
阪大 長正常的) (11白手|凶作 5 月〉
Jl? 学部(fI白羽18 ，ド 4 月〉













[約1 ， 150万円創設費・経常資 185万円とこ!::l也 2 ， 000余坪j
CflWfl 6 {F 5 月名古陪:医大設立11寺に愛知県は愛知県立医大と加貯金
50万f'1提供〕
J:lí!工学部(沼稲115 :1 1三 4 月〉 愛知県 創設~lj 900万円とJlj J也約 18万L、li
Il: 1. ，'iM家の2f附は， 3 分科大学建築伐に事務'1'1 244, 170 FLJ そくわえた合計会 1 ， 056 ， 8761'J 。
2. 創1没伐が全額1'[<lr'l[í~lmのものは除いた。
1+\所. ~京都大学じ十年!と~， 17, 89戎東北大学'ú:1イド!と.1 ， J:, 33~34 ， 57 , 169J'{, ~九州大学:σl'伴氏~~， !凶!と，
47 , 88~92 ， 177京，学術史 nき， 4ょé(. ~~ヒコミ Ii :f lニゾ」ふ通，J~ ， 172~177 ， 2l 2~213J'{'郎防'1:.， 441).'t, ~大阪大
学双十:frニ史~，通史， 120~121頁， !'ぞj-I.I" 段大さ?ら[祭'デ iíií7L…|イ!二!と~， 2l 8~219tむ渋沢元治 i;j(，'， 'î段大2'f:.創設店、dl己J ，






















を強く要求し じめた。九大では創立 ときから理科大学の設置を求め、工科大学には基礎科学の講践を泣 て将来に備えた。農 部の設明院が決まった大正八年には京大に倣っ か、
工学部を盟工学部と改
祢・拡充して理学部設置を かるよう評議会で決議してい 評議会は法文学部開設によ て「総合大学の外形を完ふせんとするが如きも、尚是等諸科 の
の研究機関に欠けるが故に大学の本旨とせる学







て、応用の詩科が益々其の効力を発揮 ることを得へきものなり」と、文系諸分科大学の設置と既設 応用 学系分 大学の発展のために基礎的原理を孜究する理 大学の設肢を求めている。九大と北大は共通して応用諸科学の発展策として、基礎科学を攻究
する理科大学( 学部〉の設援を求めたのである。後発帝大としては規範の東大、
さらには西欧の大学と同様の分科大学の構成を求めるも




に、産業と結びつい 研究機関の整俄が強く要諦されるようになった。これ 対応してい対大 おい も既存の研究施設の弘充などに って、
々40















































































































































































































































者会 で 柴閃と坂閃の会談を中心に検討し、知事が術大設立運動にくわわる怠向のあるこ 縦認 た。これら一連の協議によっ 、大阪府知事と大阪財界とが帝大設立述動において楠本案、
つまり大阪民













得ら 忠われる。楠本の昭和五年四月よりの欧米出援は、 の合意成立を災づけるものといってよい。大阪に帝大を設院する中心課題は、すでに触れたよう 理学部の創設に占のって、
その創設要綱は関係当局の内意をうけ、大阪側の要請と












物理学科、動物学科、線物 、地質学鉱物学 を増註 八学科と
なっていたことから、数学・物別収学・化学の三学科は涼学部としては一時的措訟に過ぎな った。閉じことは東北大理学部についてもいえることで、発足時は数学・物理学・化学の一一一教主であったが、間もなく生物学・地質学十日生物 岩石鉱物鉱床学の各 室が抑役され 大正十一年には六教室となっている。この東北大胆学部に倣って発足し植物学、動物学の六 科 あった。た北大理 部は発足のときから数学、物川崎 、 、地質 鉱物 、
ところが、阪大の迎学部では産業

































t:. 1波大は「大阪帝|波大学創立ニ j対スノレ資料 J. Wj;ミ IlLZ
子百|主!大"y:.filJ:{Cと~. 77~79]!~の数字である。ただし，
1決i也・建物は災対L 北大はし、ずれも災級。
応用f. iî大Ikìril対大'"J:filj .îL~と~， 77~79 jif.大阪大'や











一万負担の状況を先発の帝大と比べてみよう。当初予算が明確でないうぇ、建設途上での変吏もあって 厳密な比較はできないものの、分科大学すべての創設授がほぼ全額地元負担であった は大正八年に開設された九大農学部と北 医宇部で、前者は一一二五万円、後者は 七九万丹であった。ともに地元が創設費の全額負担を求められていたが、事舗の詳しい後者の北大の場合は、その後の計附変四人 結果的に 創設貨の悶
OMm
を負担している。





















担当の文部符との折衝で帝大誘致 条件をさらに煮詰めていく一方、大阪の府・市の関係者と財界を統合し、述動の推進 はかるた「綜合大学期成同盟会」を組織した。これに政行し、関係諮問体 よる常大設院を求める決議や陳情、大阪選出小川・衆両院 員への働きけなどが行われた。こ 述動は効 炎し、同五年九月
に文部行
























合大学設問れを提唱してから十五年後に、具体化に向けて大阪医大の経九日を改め、負担金の北品川柏をはじめてから五年、そして大級における灯脳者の合意を絞て運動を開始して一年 し 山 六瓜をみたわけであ 。設立巡動は周到な準備によって、
しかも大奴府のもつ山はかな財源に助










































































































































































2. 米大物.1m主主H1: IJ 'Ih 34f!õに翌日論物Jm学と実験物J11l学の 2'学Fいこ分れるが，大阪
7 1['.統合。














































































釘n (X線1 i1 lifr学〉
第 8 GマiNll機造W(o析〕
第 1 (有機化学第 1 ) 
第 2 (イヲ機化学第 2 ) 
第 3 (物J1Jl化主主役éP)




















なる案を提出していた。こ 産業界を志向して基礎科学の孜究を掲げる姿勢は、名大総長渋沢元治が医・農両学部の基礎学として 生物学利を追加した恕学部案を提出し 修正し 。斑接戦力に資することを第一義として予算縮小を主張する大蔵省との交渉で、動・縞物各ニ講
名という最少強度のものであれ、間学科をもっ理学部


































































炎 5 研究 fíli 助金の挽移 単位 1 ， 000円
年!交 やゴコ!史 文 部 省 学録商工 *ì 谷議奨/..;;;.口工業金会山研(究交付補額助〉金 費利切(予削b7鮫励〉 交科学研付究費金 究科学技試術i験幼研金 附し!N 捌(予奨算額励2〉5 協
i切手n 5 年度 43 97 62 9 
6 41 73 53 
43 73 73 
8 56 73 513 93 29 
9 51 73 676 103 38 
10 45 73 679 113 34 
11 44 73 727 123 92 
12 43 73 891 138 78 
13 44 73 1, 325 125 47 
14 46 73 3, 000 1, 580 149 51 
15 46 73 3, 000 1, 993 143 40 
16 49 150 5, 000 2, 537 119 61 
17 56 200 5, 000 2, 656 71 
18 62 200 5, 700 2, 483 68 
19 40 200 18, 700 3, 001 56 
20 45 200 18, 700 2, 700 2, 583 344 24 
H,- "j':JJ1<研究伎は， 1I{{:f1118年!足以降は支出研究代。
1¥I'?- rFI 本合主ーと院80{"F-:と資料~， 283~285災。
nl学技術;j;U !ít Ý~ ， f'I'Jさ幻f'jG~'i資料お ，n ， 8 f(。
ni)f究 1~ r. I U. 180叉折込むííl3 J<。
n!~HWミ人谷!二IT5fÆi足励会変位ふ 17~30f(。
表 6 IÞJ'Iヨi法人谷 1=1 [業奨励会による主要研究奨励 'J千項(l1i'3:f11 8 ~20年度〉
氏名 (所属〉 砂F 究 E震 奨励金支出年度一 奨励金(総計〉
八木秀次〈阪大〉者I~ fIî騒音のliJl究幼成 IIi'3和 8 ~10年度 35 ， 000円
!判ヌド 赴 (J;T大) Ht気際援の研究委託 8~9， 11 26, 400 
15多 i涼逸 (J;L二三〉 繊維素工業原料に関する基本IY~研究委託 11~13， 15~19 20, 000 
沢~Hî日太郎 (京大) !!lf<アルカリイil\!j 子に1M]する研究委託 11~13 22 , 000 
菊池 iJうこと (阪大〉 以来の人工転換にi対する研究幼iJX; 11~12 80, 000 
八木秀次j
|判部金治郎 (阪火〉 屯淡の応用に!刻する共同研!究 12~14 15, 000 
J本日IT!t:H
タj抗)l íl二二iコ (阪大〉 サイクロトロン iこよる j以来の人工転換の実験研
究助成 12~13 10, 000 
仁111 ヲi} (阪大〉 結品化学の掠磁波にその比，;Jcllに関するIl)J成 13~15 10, 500 
|潟水 ?]; (京大〉 ジュラノレミンその他特殊会金1授の熔接にW，Jする
研究委託 14~15 20, 600 
子i;j;[l] 栄治 (1波大) ~忍電子顕微鋭の製作とその応用に対する研究 16 13, 490 
林植月 ìlll !t:1陥i.1j ト〈阪大〕 特殊電子管の製作とその新応用に|潟する研究 16~18 17, 000 
ぬlffi :[と娩 OKk) 繊維研究j刊の泡二子顕微鋭の製作 17~18 23, 500 
荒!協文策 (京大〉 サイクロトロンの研究 16~18 60, 000 
Ji~託12 正τl二 (1波大〉 人工放射性原子〈人工ラジウム〉の製造並性能
に関する研究 17~18 20, 000 






389, 3831'1 (55.7%) 
209 , 500 (30.0) 
41 , 771 (6 , 0) 
26, 300 (3, 8) 
31 , 520 (4.5) 
(100%) 6, 127 
n 1. WJ成2Z'， H:;!'i'数および支給彼!のなかに l立法金や総 j.~"I'(の;支給も合
む。
2. その fむにはJHUjJf，大!知 líit: 仁川， ?l)'F ・浜{公・余沢の?十Ifil 仁な
どをで:む。








698, 474 (100.0%) よ為,-, 
は前年皮からの継続のもの四件にくわえ、小竹無二雌(阪大〉に対す
〈織rN:比〉支給額件数 C('\I'INJD
64件 (56. 1%) 
12 (10.5) 
(18.4 ) 
( 5.3 ) 





































































































































































































友総本社盟事小倉正佼、伊藤忠商事社長伊藤忠兵衛等と接触し、産業界の要請に応じた研究機関の設授が話しあわれたといわれる。そ てこれより前、阪大首脳陣のあいだでは大学創立にさいして研究機関設試の件は論じられていた。昭和七年早々、東北大総長本多光太郎は、金研が住友から多額の援助 得ていたこともあってか、打診に終ったが、官民間や真島に金研の支所を桜大にと山中入れている。間年四月 は長
Wd 
八木を中心に、理学部に講座に属さない教授を泣く索、
風見浬化学研究所の管理とからんで に研究機関を設け 定員外教授をほく案などを検討していた。長関が昭和九年の阪大一一一学部成立式典において、産業からの 究助成を求めた も、阪 の新し 研究体制の問題とは無関係とはいえないであろう。政治経済研究会と総長楠本長三郎等とが協議した結果、研究会 な
44 マ















ったといえる。すなわち、本多を中心にした を基艇に、住友からの等間金で研究施設を整え 官制公布と漕ぎつけている。住友のほか一一一菱造船や一一一菱鉱業、神戸製鋼、斉藤報恩会からも 費や施設 ための寄附を得た。本多在職
五年を記念して設けられた記念会は多




































迫する内外情勢を踏え、この「研究所 一一間研究の自由を保持し、他前大阪産業界 街援なる連絡を保ち、大販産業の改諮問発達の為 技術本部としてその機能を発揮」するものであると、位詑づけ幻。以上のようにして大阪産業界の新しい発展に不可欠な施設が産業科 の研究所で、阪大設立につづく第二 措院として、この阪大附院研究所設践の運動に取組むこととした。この阪大紺置産業科学研究所の設置構想を具体化するにあたって徴研はもとより金研や化研を参考 したといってよ が く 金研はすでに述べた うに阪大創立とその後の人的関係 含 て強い影響をあたえたし、化研は地理的に近接しており、大阪所在企業も関与
いたことから、多くの知見を得たと挽挺される。これらの先例に徴したとき、 の産業科学研究所の特徴は金研や化研
それに微研のよう
に学内における現存の研究を核にして設践するのではなく、要請 応じた研究機関を新設することであっ 。したがって組織としては広範聞な領域右対象にした総合 、研究員には多数の専任の教授・助教援と兼任者を充てることとした。部立にあたっては、先例に倣っ 施設の地元負担ばかりか、その後の研究助成および成果の工業化の促進にも十分配崩し、
B涯学協伺体制をいっそう制度的に推進
するために、産業界 のちの財団法人産業科学研究協会を組織することにしたのである。同十二年十月、大阪工業会迎事長片岡安、架本鉄工所社長栗本男之


























































































































































































響・無線通信・機総・金属材料・災害科学の各関係の七項目、第二部(化学及その応用関係)には触媒・燃料・工業原料・高分子省機化合物・金属材料・耐熱絶緑材料 澗潟油 特殊硝子・電気化学 各関係および無機 有機化学 物理化学関係の 問題をあわせて二一項目、合計十九の研究項目が選ばれ、それらの各項目はさらにいくつかの題 を含んでいた。間年九月一日には文部省に申請した研究項目が総計十九であり、そ
れに対応して一一一六部門の設設および専任の教授と助教授とあわせて四名などからなる組織案の作成されたことが、産研協会の会合に報告
昭和13~lMf皮Ej3込額総百|
? 1. J~ 出土義尚Jl!iは1I{J，;f1114"IÒにも迫力11[1'込みをして
おり， その{ì;H 官民で， 1勾 E沢 l立|昭和13年度 1771"J ，
1'，J14年度9万円である。
2. ~t羽紡絞の u也を含めた社1;1;千j 約 19)71リはここ
にれ l二されてし、なし、。




































中間領域を重説した浬念を象徴的に表わす物 の八木研究室と化学科の真島研究室の出身者によって主宰されて ことは、産 理学部創設 さいの産業協同に隠する構想を現実化したもの あることをもっとも端的に示している。金属材料(化学的)部門には東北大金研教授で阪大工学部教授を兼











































国既往ノ国情ハ欧米先進間ノ科学的文明 吸収消化スルニ専念シ、米、タ我ガ独￡討ノ立場一一一於テ文化ヲ建設スベキ余裕ナカリシ 基悶スルモノニシテ、実ニ巳ムヲ得ザ 所ナリ シト言フベシ。然ルニ現下ノ国際情勢ハ徒ニ 輸入ニ依存ス ヲ容サザルニ受リ 而モ新東型建設ノ大使命遂行ノ
一著キタル今日ニアリテハ宜シク独自 根















用的研究ト雄モ当然学理的、純理的、基礎的研究ニ立脚シ之ヲ背景トシテ進メラルベキモノナ ニ鑑ミ、此徐研究機関ヲ科学ノ基礎的研究ヲ本旨トス 大学ニ阿世シ 各学部ノ
ト協力シソノ







利用セラレザル時ハ其ノ成果モ徒一ブニ研究室内ニ止ル非運ニ賄ヲ以一ア、 者ト実際家ト 連絡協力ハ研究成泉ヲ利用ス 上於テ円 モ必要ニシテ、之ド刀為ニハ大阪地方ノ如キ 選ンデ研究所ヲ設ケザルベカラズ。加フ ニ当該地方ハ実 界方稲ヨリ優秀ナル研究者ヲ招致シ得ルノ使プリ
又民間ヨワ協力ヲ求メ官民一致













































一一研究:JI:項S)Þ. 1隊員配促予定…… (x は兼任〉
1uf 究 lJ1j 所長 教J受助教授:]\務rrH' 助手 て五i二E3ラn寸u 投手 {liIl考
一一一一一一一一一一 ー一一ー
A 人 人 人 人 人 人
tf~ 1 ，~[í (物:rm学及~t ノ応用関係〕 9 9 18 X5 X4 
がL~)4 t没|共!係 3 3 6 X2 Xl 
市，tJ:~機N-j.mf1fV!ノ改良ニ以l スノL研究









粉信砕等I レンズノ試験法ニ IxJ スノレ íìlf '1l:7é ìl!i通 1 
Xl 
7Tf 君事 i笑!係
郁子附;Y[ÍÎjj!:. ニ関ス州究 ) l 
名手Eエンジン消71 決慌て宇ニ Ijl，J スノL研究 Xl 
無線通信関係
都…一一l1!t~ ~ðjt t~r~式決 iだニ i潟スノL研究 1 夜、街通信逸話ニ|刻スノレ研究 Xl 
特殊電子公'ニ Ijl，J スノL研究
機能IxJ係
鉛J妥 ffi5試験71; ニ|立l スノL研究
振動品[1];よじ法ニ IxJ スノL研究 1 Xl 
|よi燃機l'Uìl@試験法ニ IxJ ス '~liWYt
余属材料 I)(J係
ヨ長以材料ノ物]写!とf:I'I~研究 1 Xl 
~~~1L;採鋭;学関係
物J1flJ架鋭、ニ i刻スノL研究
採~1L; ニ i共j スノL研究 1 Xl 
~鉱ニ|兵j スノHìlf5t:





新燃料ノ資源Jえ合成ニ i烈スノL研究 l Xl 
工業原料IxJ係
へンゾーノ" ，ナフタリン ~:9 ノ ilJ.i立ニ!日:].ス l 
ノqiJf究 Xl 
56 
i曻f ヲモ 項 所長 教授助教授 ~Ji:'f労宵幼手 fI斗工三~G 投手 。m考
人
向分子有機化合物関係
人 人 人 人 人 人
天然及人造繊維ニ[I~J スノ~ iV l 究
人造ゴムニ IMJ スノL研究 l Xl 
〆、造樹脂ニ限j スノL研究
ゑ属材料関係
JlíS~!Ú IVJ[J二ニ以j スノHi) f ':íë
特殊合金分析法ニ|英j スノL研究 1 Xl 
強力経合金耐蝕合金等ユ|立!スノL研究
耐熱性絶縁材料関係
マイカ及アスベス 1， /人造ニ関スノL研究) l 
特殊絶縁材料ニ関スノL研究 Xl 
il\\lmìlll関係
illrl'Jirli /合成ニ IlAJ スノL研究 I 
不Z日!jfl， Y[i.質il\'J ì'lhlli ニ関スノL研究 Xl 
特殊硝子関係
光学iiìlj子ノ新材料ニ以i スノL研究 l 
安全硝子ニ限j スノL研究 Xl 
電気化学関係









栄長1'fU ニ l主j スノL研究 2 2 4 





減)学作用ニ|苅スノL研究 1 Xl 
爆発及燃焼ニ|見jスノし研究
1透 (1) 8 5 所1後長ハ布Il
メ，-，λ (1) 22 22 44 8 X 1 Xll 
11-\ 所. T公文類袋三。
57 大阪ヲî1l1q大è;さの形成






8 10 14 
3 1 2 
2 2 1 




























































































































































































































































































ìl今 1. 氏名の IÎÎjの×川jは兼任を示す。 i~t、H型は九大教授， 'f~-Î武功、問mSI;t阪大名~;f教
J受。
2. j!lf lt~人目 l:t研究 tL ,illHliIí, IiJ f究以託， D)J]入ti\1Jr. ;;I IJ 子補，研究 rìlìDJJ，フ~!~6~
ìilìDJJ , j支郁I治L Ir誌の {ì;H で，応行'1'の人 n も合む。































































表13 B主主菜料今史研究所の創設・拡充波研究費支IU (lIB 5fIJ1 3~ 18年度〉
13年度 14{1三 IJf 15ij:三)支 16年度 17'<[0皮 18年IJ[
政府支出 250, 000p:j 205， 480円 105 ， 268内 176, 844[JJ 222, 73WJ 279， 510円 1 ， 239， 8341弓
土地購入費 250, 000 。 。 。 。 。 250, 000 
建物新'ìi~~~ 。 50, 000 。 。 。 。 50, 000 
設{l1I! !{~ 。 100, 000 。 。 。 。 100, 000 
líJf ラi't; !{~ 。 55, 480 105, 268 176, 844 222, 732 279, 510 839, 834 
路傍協会支出 428, 845 459, 573 372, 000 566, 000 310, 000 276, 000 2, 412, 418 
建物新'ìiS;g当 240, 000 。 。 。 。 。 240, 000 
設{Jifì g~ 33, 000 150, 000 。 。 。 。 183, 000 
土地購入費 155, 845 151, 573 。 。 。 。 307, 418 
建築資 。 。 85, 000 65, 000 110, 000 30, 000 290, 000 
設備費 。 65, 000 170, 000 270, 000 。 。 305, 000 
W!i5JIJ研究費 。 90, 000 110, 000 110, 000 110, 000 150, 000 570, 000 
金l長材料研究投 。 。 。 。 。 6, 000 6, 000 
~i首長養成~l] 。 3, 000 7, 000 10, 000 10, 000 10, 000 40, 000 
会館設備校 。 。 。 30, 000 。 。 30, 000 
製造冶金研究費 。 。 。 51, 000 30, 000 50, 000 151 , 000 
I'EIIVî電気通信研究~l] 。 。 。 30, 000 30, 000 30, 000 90, 000 
呉羽紡績~t予約 93, 600 。 。 100, 000 。 。 193, 6000 
一一一一…
メ仁〉1 772, 445 665, 053 477, 268 842, 844 532, 732 555, 510 3, 845, 852 
防庁[. ~í1{iNfに以]する'tttH。
表14 皮主義科学研究所所長I1:l tWi~I ，'i(;!1 (1I{1平1117 1['.jJID
名 称 氏 名
鉄鋼にアノレミニウムを被君主:せしむる方法 高橋 ?'j Uß'frl13{j三 No.136173
倣プミドよりニトリノレの製造法 行j 、江j 1沢玲 俊氏 炎介 H白'fIH7Sr No.151032 
合成樹脂製造法 付 jZ3 俊介 IIß手II1 Mlニ限 No.4812 
アノレコオキシプヂボニトリノL及 /5- カルボオキシアジピン
自主製造法 村 liß 俊介 1111平rl1Mr:1綴 No.8119
二t'i~~主滋ヂアミン泡の m合法 村総俊介 11百平1116今 m~'l NO.9848 
越'f'j'ìbたの発生装 Il~t 大]i，!É 野~U 11，白羽11MドV，ü'f No. 5545 
}l:N高周波 1 ，， 1 路 !判 r'fl~ 金治郎; 11~1fn1MF-阪 No. 126362 
特殊波jlJJ辰動発~f:.及びよ目前i\~~- 十本 訟 kíf 11白羽 117{下野f No.3706 
4- クローノレー1 ヂLチ ノv プミノベンタンの製法 十i 1', J官í /(1 昭和17年~~j No.11146 
特殊混合体製造法 向指5 、11'; |昭和 17年限 No.11229
ガス状オレフィン系炭化水家主どi[(合せしむるガi1; J;!t 繁 H自和17年@l No.17398 
活性 1':1 二ガl:lこ依りガス状オレアィン系炭化水素をÆ合せし
むる法 ~ 繁 昭和17~r~;lièj No.7411 








































は阪大附置産業科学研究所 設践を要請し、これまた先例に倣うことで実現させた。そのとき 金研や化研とは災なり、産業界が一致してこの産研創立の めに運動し その創 問や研究出成・奨励政を準備し、供給する一方、研究成果の工業化を促進する めに 財団法人産業科学研究協会を設配していることである。
つまり、
理学部などの各


































































































































































































































































































































分、昭和十二年八月。「時間川と注薬科学 の必姿」、同右誌、第内号、昭和十二年八月。「全悶工業試験研究隊関一覧表」、日川右誌、第五号、昭和十二年八月。「米独仏に於ける代表的成業科学研究機関」、同お花、第六号、昭和十島一年八月。「同局と代用品工業新興の急務」、同お誌 第七号 明和十二年十一月。以降のサの刊行については詳らかではない。ここに引用したも は第二号の米尽の文言である。
山川円大波工業会五十年史』、一二
O
五頁。
川町第七三情院議会衆議院警災会議録
h、第一一一一川、昭和十三年三月二十二
日、一一一頁。
叫「財矧法人産業利川子研究協会定款(保川知行為)」ハタイブ印脳)。同木村三郎編訂州防法人注業科学研究協会引業方針附設ヌ趨立引沿い、同
会、昭和十三年。山内産研協会「抜金募集一安雨明ハ案と。明示一文類楽
b、第六三一郎、昭和十円年、巻‘六、行峨円二一一、行制二…一、
文郎省中ハ上、問立八ム
zX3
附州政。
同大阪帝悶大尚子産業科学研究所編・刊司法 所姿覧』、昭和十八
〆
r
66 
(かまたに
ちかよし
東洋大学)
